
国際共創学部AOマルデス入試
理解力・思考力審査（サンプル問題）

4題の問題A、B、C、Dの中から１題の問題を選んで解答しなさい。



問題 A 次の美術批評に関する文章を読み、以下の問いに答えなさい。 

It is much to be regretted that so much of the apparent enthusiasm for art at the 

present day has no foundation*1 in real feeling. In this democratic age of ours men 

clamour*2 for what is popularly considered the best, regardless of their feelings. They 

want the costly, not the refined*3; the fashionable, not the beautiful. To the masses, 

contemplation*4 of illustrated periodicals*5, the worthy product of their own 

industrialism, would give more digestible food for artistic enjoyment than the early 

Italians or the Ashikaga masters*6, whom they pretend to admire. The name of the artist 

is more important to them than the quality of the work. As a Chinese critic complained 

many centuries ago, "People criticise a picture by their ear." It is this lack of genuine 

appreciation that is responsible for the pseudo-classic horrors*7 that to-day*8 greet us 

wherever we turn. 

Kakuzo Okakura, The Book of Tea, G. P. Putnam’s Sons, London and New York, 1906, 

p. 115-116 

 

*1 foundation 基礎、土台、根拠 

*2 clamour 騒ぎ立てる、強く要求する 

*3 refined 洗練された、上品な 

*4 contemplation 鑑賞、熟考 

*5 periodicals 雑誌などの定期刊行物 

*6 Ashikaga masters 足利時代の名匠たち 

*7 the pseudo-classic horrors 擬古典的で恐ろしい作品 

*8 to-day 原書の綴りのとおり、today と同一 

 

(1) テキストの要点を日本語で 200 字程度にまとめなさい。 

(2) テキストの要点について、あなた自身の意見を日本語で具体例をまじえて 300 字程

度で述べなさい。 

 



問題 B 次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。 

 



 

 

 



出典：岡倉覺三著、木下長宏訳「人間主義茶の一碗 」『新訳  茶の本』明石書店、2013

年、初版 1906年、13〜15頁。 

 

(1) テキストの要点を日本語で 200 字程度にまとめなさい。 

(2) テキストの要点について、あなた自身の意見を日本語で具体例をまじえて 300 字程

度で述べなさい。 



問題 C   

図１は、1950 年から 2023 年までの日本の総人口の人口増減数及び人口増減率を示したも

のである(総務省統計局より)。図１を見て以下の問に答えよ。 

 

 

   総務省統計局 HP(https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2023np/)より 

 

(a) 日本の総人口が最大であったのはいつごろと考えられるか？ 

(b) 1973 年付近で人口増加が最大となっている。この理由について考察せよ。 

(c)  1950 年～1957 年の間、人口増減数は年ごとに小さくなっている。この理由を考察せ

よ。 

(d) 現在、日本では人口が減少し続けている。世界では、日本よりはるかに人口の少ない

国が数多くあるにもかかわらず、日本の人口減少が問題視されている理由を述べよ。 

 

 

 

https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2023np/
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図１　関東大都市圏における市区町村別人口増減率（1990～95年）

0 40km

 10
  5
  0
 -5
-10

N

注：関東大都市圏は2020年の範囲に基づく．
（資料）『国勢調査報告』より作成．

図２　関東大都市圏における市区町村別人口増減率（2015～20年）

次の図 1および図２は、東京を取り巻く地域における市区町村別の人口増減率を２つの

時期について示したものである。この２つの図から，どのような変化の傾向が読み取れ

るか，箇条書きにして説明しなさい。
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